
主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた授業改善
【聴覚障がい部会】
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令和６年度（2024年度）

中堅教諭等資質向上研修第Ⅱ期研修

令和６年（2024年）12月12日（木）13:15～16:15
北海道立特別支援教育センター
研究員（聴覚・言語障がい教育室）宮 町 悦 信



２学期中に取り組んだ実践を交流
し、改善策を検討することを通し
て、「主体的･対話的で深い学び」
の実現に向けた授業改善について
の理解を深め、今後の更なる授業
改善の方向性を明らかにする。

ねらい
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１ 「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善

２ 発表・協議・演習

３ まとめ

内容
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4参考：「小（中）学習指導要領」（平成29年 文部科学省）

１ 「主体的･対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善



5参考：「（参考）個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（イメージ）」（ 文部科学省）



6参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）



7参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）
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「主体的・対話的で深い学び」とは、学習指導
要領に示された内容を、「どのように学ぶか」に

ついて、具体の姿として示したものです。

参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）



参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会） 9



本時の目標

教師の意図やねらい
を明確にした話合い

○どのように話合いを進めるか
○自分なりの考えはあるのか

学びの質を
高める
「対話」

単
元
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力

例）
問題解決のために
話し合う

例）
問題解決のために
話し合う

例）
自分の考えだけでは解決できない
ので、他者の考えを聞く

例）
自分の考えだけでは解決できない
ので、他者の考えを聞く

参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会） 10



習得

活用

探究

単元デザイン

「見方・考え方」
を働かせる

・どのような視点で物
事を捉えるのか

・どのような考え方で
思考していくのか

▶児童生徒が考える場面
▶教師が教える場面

児
童
生
徒
の
学
習
状
況
に
応
じ
て

指
導
計
画
の
見
直
し

参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会） 11



12参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）



信

参考：「令和４年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会） 13



「令和６年度（2024年度）特別支援教育教育課程改善の手引」（ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課） 14



15「令和６年度（2024年度）特別支援教育教育課程改善の手引」（ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課）



16「令和６年度（2024年度）特別支援教育教育課程改善の手引」（ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課）



17参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）



18参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）
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２ 発表・協議・演習

○ 第Ⅱ期研修までの流れの確認



発表・協議・演習の流れ（時間の目安）

13:40～14:00（20分） 個人ワーク

14:00～14:10（10分） 自己紹介・役割分担

14:10～16:05（115分） 発表・協議

（休憩15分間を含む）

16:05〜16:15（10分） まとめ
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○ 個人ワークの流れ

【演習シート】

② ①の取組に対する成果と課題を
記入する。

① 授業づくりの基本「５つの視
点」から、意識して取り組んだ視
点とその取組内容について記入し
ます。

③ 自校における授業改善の取組の
現状と課題を記入します。
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○ 発表・協議の流れ

(1) 発表者は、実践した授業について簡潔に説明する。
（２～３分）

(2) 発表者は、演習シートの①～③を発表する。
（８～10分）

(3) グループのメンバーは、②及び③の課題につい
て、改善の方策について意見を述べる。
（15～20分）



発表・協議・演習の時間割り振り

13:40～14:00 個人ワーク
14:00～14:10 自己紹介・役割分担
14:10～14:30 発表・協議①
14:30～14:50 発表・協議②
14:50～15:05 （休憩）
15:05～15:25 発表・協議③
15:25～15:45 発表・協議④
15:45～16:05 発表・協議⑤
16:05～16:15 まとめ
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５人



○ 個人ワークの流れ

【演習シート】

② ①の取組に対する成果と課題を
記入する。

① 授業づくりの基本「５つの視
点」から、意識して取り組んだ視
点とその取組内容について記入し
ます。

③ 自校における授業改善の取組の
現状と課題を記入します。

再掲
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発表・協議・演習の時間割り振り

13:40～14:00 個人ワーク
14:00～14:10 自己紹介・役割分担
14:10～14:30 発表・協議①
14:30～14:50 発表・協議②
14:50～15:05 （休憩）
15:05～15:25 発表・協議③
15:25～15:45 発表・協議④
15:45～16:05 発表・協議⑤
16:05～16:15 まとめ
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５人

再掲



主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
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「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業改善

授業

計画

「育成を目指す資質・能力」を明確にする

各学校の特色を生かした教育課程の編成

求められる資質・能力を育成することを目指した授業

授業改善
の視点

まずは
ここから

特別支援学校学習指導要領解説各教科等編(小学部・中学部) 文部科学省 （平成30年３月）

３ まとめ



28「令和６年度（2024年度）特別支援教育教育課程改善の手引」（ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課）



主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

子どもたちに「生きる力」を育む

目指すのは

「何ができるようになるか」

大切なのは、
「何を学ぶか」だけではありません。

校内の先生方が、日々の授業を改善していくための
視点を共有し、授業改善に向けた取組を活性化
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本道の今後の取組に向けて①

30

《ＩＣＴの活用機会の拡大》

〇 日常的な授業場面での活用

〇 自分の考えをまとめ、発表・表現する場面での活用

〇 自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面での活用

《指導の意図を踏まえたＩＣＴの活用》

〇 視覚化、情報共有など、情報アクセシビリティの観点

〇 言語による思考を促すための活用

〇 児童生徒と教師との丁寧なやり取りが改めて必要

・ＩＣＴ活用の二極化を防ぐ、「苦手意識のある先生方」に向けた取組

・資質・能力の育成に向けて、ＩＣＴの校務での活用推進、授業研で話題

に取り上げるなど、校内で共通理解をもち、一体となった取組の推進



本道の今後の取組に向けて②
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《交流及び共同学習の充実に向けて》

〇 校内における学習集団の確保に向けた取組の工夫。

〇 地域の小・中・高等学校との連携強化、地域との連携促進。

〇 児童生徒が何かに挑戦する機会の適度な設定。

〇 教科学習における交流及び共同学習の実施

《教師に対する影響の抑止》

〇 指導上の問題について話し合える体制の整備

〇 教員自身による、集団での学習の重要さの認識（内向き思考の防止）

・従前の各学校の取組のよかったところを再確認し、強調していく。

・オンラインの積極的な活用により、特別支援学校同士や地域の学校等、

地域とのつながりを強化する。

令和６年度特別支援教育教育
課程改善の手引にて、聴覚障
がい特別支援学校の取組事例
を掲載



本道の今後の取組に向けて③
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《教師の専門性の向上に向けて》

〇 経験の浅い教員や、他校種からの転任者に対する基礎的な研修。

〇 地域の難聴学級や通級による指導を担当する先生方へのサポート。

〇 学校間をつないだ合同での研修。

〇 手話研修の充実。

〇 言語聴覚士、手話通訳士等の専門家の活用。

・北海道では、従前から各学校や研修団体による熱心な研修が行われてき

ている。

・研修の目的や意図を明確にした上で、これまでの取組のよい点をさらに

伸ばす。

・オンラインを積極的に活用した、効果的・効率的な研修の在り方の検討。


